
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
（
一
五
一
四

’
一
五
六
四
）
は
、
一
五
四
三
年
に
出
版
し
た
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
と

「
エ
ピ
ト
メ
ー
」
と
い
う
二
冊
の
解
剖
学
書
に
よ
っ
て
、
科
学
と

し
て
の
解
剖
学
を
築
き
、
現
代
医
学
に
い
た
る
道
を
切
り
開
い
た
。

『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
の
巻
と
章
の
表
題
を
訳
出
し
、
ま
た
「
エ
ピ
ト

メ
ー
」
に
つ
い
て
は
既
存
の
訳
書
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

と
構
成
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
両
者
は
と
も
に
現
在
の
解
剖
学
害

と
は
全
く
異
な
る
構
成
を
持
ち
、
か
つ
両
者
は
互
い
に
異
な
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
七
巻
で
は
、
は

じ
め
の
四
巻
が
骨
格
、
筋
、
血
管
、
神
経
と
い
う
よ
う
に
素
朴
な

素
材
系
統
的
な
編
成
を
持
ち
、
後
半
の
三
巻
は
、
腹
部
内
臓
、
胸

部
内
臓
、
頭
部
内
臓
と
い
う
局
所
解
剖
的
な
編
成
を
も
つ
。
そ
れ

に
対
し
「
エ
ピ
ト
メ
ー
』
の
六
章
は
、
最
初
の
二
章
で
骨
格
と
筋
、
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ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
解
剖
学
の
構
成
と

そ
の
起
源
に
つ
い
て

坂
井
建
雄

最
後
の
章
で
生
殖
器
を
扱
う
が
、
中
間
の
三
章
は
、
消
化
器
と
静

脈
系
、
心
臓
と
動
脈
系
、
脳
と
神
経
と
い
う
よ
う
に
分
か
た
れ
、

ガ
レ
ノ
ス
生
理
学
に
基
づ
い
た
機
能
系
統
的
な
編
成
を
持
っ
て
い

る
。
更
ピ
ト
メ
ー
」
は
、
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
の
解
剖
所
見
を
、
ガ

レ
ノ
ス
説
に
基
づ
い
て
最
大
限
に
圧
縮
し
た
教
科
書
と
い
う
性
格

を
も
つ
。
「
エ
ピ
ト
メ
ー
』
の
構
成
に
対
応
す
る
解
剖
学
書
は
、
そ

れ
以
前
に
も
ま
た
そ
れ
以
後
に
も
、
知
ら
れ
て
い
な
い
。

『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
の
素
材
系
統
的
と
局
所
解
剖
的
を
抱
き
合
わ
せ

た
折
衷
的
な
構
成
に
つ
い
て
も
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
前
に
類
似
の

も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
要
素
と
な
る
素
材
系
統
的
な
解

剖
学
書
と
、
局
所
解
剖
的
な
解
剖
学
害
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ェ
サ
リ

ウ
ス
以
前
に
そ
れ
ぞ
れ
例
が
あ
る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
前
の
素
材
系
統
別
の
解
剖
学
害
と
し
て
は
、

ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
の
「
医
学
典
範
」
が
あ
る
。
こ
の
第
一
巻
第
一
部

「
医
学
の
定
義
と
そ
の
自
然
的
主
題
」
の
六
教
則
の
中
の
第
五
教

則
で
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
は
、
全
身
の
骨
、
筋
、
神
経
、
動
脈
、
静
脈

を
扱
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
ガ
レ
ノ
ス
は
『
解
剖
手
技
」

の
中
で
、
た
と
え
ば
上
肢
と
下
肢
に
つ
い
て
、
ま
ず
骨
と
筋
を
扱

い
（
第
一
巻
と
第
二
巻
）
、
そ
れ
か
ら
上
下
肢
の
神
経
、
静
脈
、
動
脈
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ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
そ
れ
以
前
の
素
材
系
統
的
と
局
所
解
剖
的

の
二
つ
の
解
剖
学
の
伝
統
を
組
み
合
わ
せ
、
全
身
の
構
造
を
網
羅

し
て
記
述
す
る
た
め
の
新
し
い
枠
組
み
を
作
り
上
げ
た
。
局
所
解

剖
的
な
枠
組
み
に
は
、
分
か
り
に
く
さ
が
つ
き
ま
と
う
。
素
材
系

統
的
な
枠
組
み
は
、
直
感
的
に
分
か
り
や
す
い
が
、
腹
部
・
胸
部
．

頭
部
の
臓
器
が
は
み
出
て
し
ま
う
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
は
、
こ
の
両

を
扱
っ
て
い
る
（
第
三
巻
）
。
人
体
の
素
材
系
統
的
な
扱
い
は
、
直

感
的
に
分
か
り
や
す
い
も
の
で
、
内
容
的
に
は
ガ
レ
ノ
ス
に
ま
で

遡
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
中
の
局
所
解
剖
的
な
要
素
の
起
源
は
、
中
世

の
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
の
解
剖
学
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
モ
ン
デ

ィ
ー
ノ
は
、
保
存
処
理
を
施
さ
な
い
ご
遺
体
で
全
身
を
解
剖
す
る

た
め
に
、
腐
り
や
す
い
腹
部
内
臓
か
ら
始
め
、
続
い
て
胸
部
内
臓
、

そ
し
て
頭
部
、
最
後
に
四
肢
の
解
剖
を
す
る
と
い
う
順
序
を
、
「
ア

ナ
ト
ミ
ァ
」
の
中
で
採
用
し
て
い
る
。
全
身
の
解
剖
を
、
腹
部
↓

胸
部
↓
頭
部
↓
四
肢
と
進
め
て
い
く
局
所
解
剖
的
な
配
列
は
、
ヴ

ェ
サ
リ
ウ
ス
の
頃
の
解
剖
学
の
伝
統
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、

ベ
レ
ン
ガ
リ
オ
・
ダ
・
カ
ル
ピ
の
「
イ
サ
ゴ
ー
ゲ
・
ブ
レ
ヴ
ェ
ス
』

も
、
同
じ
配
列
を
取
っ
て
い
る
。

者
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
分
か
り
や
す
く
か
つ
全
身
を

網
羅
で
き
る
枠
組
み
を
新
た
に
作
り
上
げ
た
。

自
ら
の
手
で
解
剖
を
行
う
と
い
う
観
察
至
上
主
義
と
と
も
に
、

全
身
の
構
造
を
く
ま
な
く
記
述
し
て
い
く
枚
挙
網
羅
主
義
は
、
ヴ

ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
学
言
を
成
功
さ
せ
、
現
代
医
学
へ
の
道
を
切

り
開
い
た
大
き
な
原
動
力
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ

ス
が
枚
挙
網
羅
の
た
め
に
必
要
な
、
解
剖
学
書
の
新
し
い
枠
組
み

を
創
造
し
た
こ
と
は
、
注
目
か
つ
評
価
さ
れ
て
い
い
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
第
一
解
剖
学
）
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